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れ
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い
ま
す
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石
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と
八
郷
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合
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た
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広
報
紙
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。
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事
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企画展『広報いしおか』
の小さな記事 - 時の記憶

「
時
の
記
憶
」
で
す
。

 　
毎
月
１
日
号
に
掲
載
さ
れ
市

内
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
情
報

を
お
届
け
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
展
示
で
は
、
こ
れ
ま
で
連
載

さ
れ
て
き
た
記
事
の
一
覧
を
見
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こ
と
に
よ
っ
て
「
時
の
記
憶
」
の

全
タ
イ
ト
ル
と
そ
の
歴
史
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
平

成
17
年
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月
１
日
号
に
掲
載
さ
れ

た
１
作
目
か
ら
平
成
26
年
２
月
１

日
号
の
１
０
０
作
目
ま
で
の
記
事

を
通
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
記
事
内

容
を
冊
子
と
し
て
ま
と
め
た
『
い

し
お
か　
時
の
記
憶
』
も
販
売
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

ふるさと歴史館企画展
広報いしおかの小さな記事
ー時の記憶ー
期間：2 月７日金～５月６日水
場所：ふるさと歴史館（総社 1‒2‒10）
開館時間：午前 10 時～午後４時 30 分
休館日：月曜（祝日の場合は、その翌日）
※入場無料

記念イベントは毎回満員
講演会・講座
7/21　　藤井青銅トークショー
9/7　　  歴史講座「筑波山と連歌」綿抜豊昭教授
11/2　　記念式典＆出久根達郎講演・市長ミニ対談
　　　　「読書のたのしみ」 
11/9　　石田千講演「図書館のたのしみ」 
12/1　　東直子・穂村弘対談「読書と読者」 
12/22 　北村薫・北村暁子対談「本と本づくり」 
1/16　　歴史講座「常陸国風土記～編さんの謎
　　　　を解き明かす～」黒澤彰哉
2/9　　  俳句講座「さくさく作ろう！」櫂美知子

講演会や講座を多数実施

中央図書館創立 130 周年 
　　　　　　　　　  イベントをとおして情報発信

1

「茨城県初の裁縫学校（10/24 〜 12/26）
～女性の教育普及と自立をめざした太田うめ～」 

「長峰塾～教育で作る新時代」（5/8 〜 8/4）
※ふるさと歴史館第 18 回企画展の巡回展示
 
筑波大学と共催 「神話の里と連歌（8/1 〜 9/27）
～石岡市立中央図書館 130 周年記念企画～」

企画展を開催
石岡市の教育に大きく貢献した二人3

記念誌を発行
内 容：「石岡市立中
央図書館 130 周年に」
綿抜豊昭氏

（筑波大学図書館情報
メディア系教授）
沿革：おもな出来事・
東日本大震災・活動
紹介　ほか
 
※記念誌は図書館で
貸出しています。　 

多くの方にご協力いただきました2

３月のおはなし会 
◆こども図書館本の森
　午前 10 時 30 分から
　おはなし玉手箱：７日土
　ひよこのおはなしかい：12 日木
　むかしむかしのおはなし会：21 日土
◆中央公民館
　午後２時 30 分から 
　おはなしフレンズ：14 日土
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防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

文芸いしおか

文化協会だより
　この会は、昭和 25 年に発足し、発足
以来欠かさず月例俳句会・機関誌の隔月
発行を行ってきました。 
　NHK 俳句など新作風を受容しつつ、
伝統俳句を継承しています。昨年度には、
８人が入会し、会に明るさが戻りました。
月例句会は、吟行主体に実施しておりま
す。その他、新年俳句大会・瓦谷地区文
化祭参加・忘年句会を開催しています。 
　心豊かに若々しい頭脳で俳句を詠み、
郷土の文化向上の一翼を担うべく日々活
動しています。

 入会をお待ちしています。 

会員数：38 人　年会費：1,000 円 
問やさと俳句会 会長 石田誠一郎

℡ 43-2412 
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